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２００８年（平成２０年）９月４日 (木) 曇 第２１５５回（ 当年度第9回 ）例会
 
点 鐘               会  長  鈴木 健治君 
司 会                ＳＡＡ   澤田 昌久君 
国 歌                        「君が代」 
ロータリーソング               「奉仕の理想」 
ゲスト及びビジター紹介 
   米山奨学生           リトル・アーロン君 
    
会長挨拶              会 長  鈴木 健治君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「台風の進路予測」 

台風上空に航空機を飛ばし観測データを進路予測

に生かす試みを、気象庁気象研究所などが今年の夏

から始める。現在の予測は、気温などのデータに推測

値が含まれ、進路が不規則な｢迷走台風｣では誤差も

大きい。気象庁が台風観測に航空機を使うのは初めて

で、実測値を使い予想精度の大幅な向上を狙う。 

人々は昔から天気予報を試みてきた。経験的な天気

予報の知識は、天気俚諺（りげん）としてまとめられてき

た。天気俚諺（りげん）とは、｢つばめが低く飛ぶと雨｣

｢蜂が低いところに巣を作る年は台風が多い｣｢夕焼け

は晴、朝焼けは雨｣というような天気についての経験的

な言い習わしのことである。第１次世界大戦のころノル

ウェーの気象学者は温帯低気圧が、寒気団と暖気団

のぶつかりあう場所で発生することを発見して気象学 

 

を進歩させた。１９５０年になると、物理学や熱力学の 

法則をあらわす数式をコンピューターで計算し、大気循

環の様子を再現出来るようになった。それが天気予報

に応用されたものが数値予報である。 

台風の進路は人工衛星の観測結果などから進路を

予測している。しかし、衛星観測のデータには誤差が避

けられない。気象庁によると、０４年の台風４号の場合、

２４時間後に最大３９０キロの誤差があった。そこで、民

間機をチャーターし、上空からセンサーを投下して、デ

ータを観測するという。自然災害の社会的、経済的な

影響は大きい。台風の予測精度を飛躍的に向上させ、

影響を少しでも減らすことに期待したい。 

 

米山奨学金贈呈            リトル・アーロン君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹事報告  ―別紙―      幹 事  庄田 元久君 
祝   福  ―別紙―      委員長  大池 武徳君 
出席報告                委員長  熊澤 治夫君   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

５４名 ４４名 １０名 ９１．６７％ 

前々回（８月２１日）欠席者数 ２名 
補正出席率  ９５．９２％ 
  




